
った影響で、底堅く動いている。春物は、ゼラニウムやミニバラ、アジサイなどは上向

5Fは特に品薄となっているため、急な注文は厳しい状況になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

販売状況コメント
先週まで花苗・花鉢は非常に苦しい販売状況であったが、少しずつ相場は上向いて来ている。お彼岸時期の苦戦から

（株）フラワーオークションジャパン

観
　
　
葉

ポット

観葉鉢は多肉類がやや鈍いものの、大・中鉢類は堅調な動き。積極的に集荷・販売

小鉢

大鉢・中鉢 していきたい。

2025/3/23-3/29相場見通し

品　目

卒業式需要も終わり、サイネリアは動きが止まったが、リーガースベゴニアは終始荷が少なか

いてきた。クレマチスはやや弱含みだが、お彼岸明け春物全般の相場の底上げを図って
鉢花鉢

　
　
花

してしまったので、来週でなんとしても相場を戻していきたい。

いきたい。

苗物

先週までの全く動かない状況から、徐々に相場は上向いてきている。ペチュニア類やマリー

ゴールドなど数のあるものをしっかり売っていきたい。長らく厳しい市況が続き、入荷が激減

い。

洋
　
　
蘭

その他

コチョウラン

総括 集めて販売していきたい。

ミディ系、大輪系ともに白を中心に引き合いが強い。大輪系のピンクは品薄状態だ。

大輪系胡蝶蘭は3F・5Fともに引き合いのピーク。３月の年度末需要期にしっかり商品を

オブリザタムやデンドロ類５寸・６寸の良品ピンクを中心に引き合いが強い状態が続いてい

る。

花鉢・花苗の荷が激減してしまったので、週明けなんとしても相場を底上げし、4月以降の春本番の販売に繋げていきた


